
 

 

会 議 録 

会議の名称 第４４回茨木市こども育成支援会議 

開催日時 令和３年１０月２９日（金） 午後６時０３分～午後７時１８分 

開催場所 オンライン（委員）、市役所本館４階会議室（職員） 

出席委員 

 

大高委員、亀山委員、久保委員、下田平委員、棚田委員、中村委員、西川委員、

西之辻委員、畑瀬委員、濱園委員、福田委員、堀田委員、前田委員、三角委員、

宮島委員、宗清委員、森委員、脇條委員 

（五十音順） 

欠席委員 大森委員、加藤委員 

（五十音順） 

事務局 山嵜こども育成部長、東井こども政策課長、中井子育て支援課長、中路保育幼稚

園総務課長、村上保育幼稚園事業課長、戸田学童保育課長、青木学校教育推進課

長、新川教育センター所長、浜本健康づくり課参事、白波瀬こども政策課課長代

理兼政策係長 

案件 ■報告事項 

（１）茨木市立幼稚園再編整備計画について 

■会議案件 

（１）茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）実施状況報告について 

■その他 

配付資料 資料１ 茨木市立幼稚園再編整備計画 

資料２ 茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）実施状況報告書 
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発 言 者 発 言 内 容 

こども政策課 

東井課長 

こども政策課、東井でございます。 

ご案内の時間は少し過ぎましたが茨木市こども育成支援会議を開催いたしま

す。 

本日は大変ご多用のところ、ご出席をいただきましてありがとうございます。

まずはお手元の諮問書をご覧ください。今回は、茨木市こども育成支援会議条例

第２条におきまして、「子ども子育て支援法第 77 条第１項各号に掲げる」事項、

「次世代育成支援行動計画その他次世代育成支援対策に関する事項について、市

長の諮問に応じ、調査審議すること」としており、昨年度の取組などを調査審議

していただきたく、会長宛てに諮問書を送付させていただいておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

なお、本日は、新型コロナウイルス感染症対策のため、会議の開催方法をオン

ラインによる開催とさせていただいております。ご理解とご協力の程よろしくお

願いいたします。 

それでは会議の開会に当たりまして、こども育成部長、山嵜 剛一からご挨拶

申し上げます。 

こども育成部 

山嵜部長 

皆さん、こんばんは。 

本日はお忙しいところ第 44 回茨木市こども育成支援会議にご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。 

日頃は市政の推進、とりわけ子育て支援にご理解、ご協力をいただきまして厚

くお礼を申し上げます。 

本日は、会議案件として「茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）に係る実

施状況報告」を予定しております。なお、本日は新型コロナウイルス感染予防対

策としてオンラインによる開催とさせていただいておりますが、ご理解の程よろ

しくお願いします。 

また、会議時間の短縮を図るため事前に資料を送付し、ご一読いただき事前に

ご質問も受け付けさせていただいておりますので、各事業ごとの個別の説明は省

かせていただきます。それぞれのお立場からご意見、ご議論賜りますようお願い

申し上げまして、簡単ではございますがご挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

こども政策課 

東井課長 

続きまして、本日の委員の出欠状況についてご報告させていただきます。 

あけぼの学園親の会、会長加藤敏子委員。私立幼稚園連合会、茨木高美幼稚園

園長、大森智美委員につきましては、所用のため欠席の連絡を頂いております。

なお、大高瞳委員につきましてはＺｏｏｍにまだ入室しておられませんので、後

ほど入っていただけるものと考えております。 

つきましては本日 20 人の委員のうち、17人の委員の方に出席をしていただい

ております。また神戸綜合速記株式会社が会議録作成のため、この会議に同席し

ております。 

それでは、茨木市こども育成支援会議条例第６条第１項の規定により、会議の

議事進行を福田会長にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 
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福田会長 

 

皆さん、こんばんは。どうぞ今日はよろしくお願いいたします。 

それでは、先ほどご報告にありましたように本日の会議、半数以上の委員の方

に出席していただいておりますので、こども育成支援会議条例第６条第２項によ

り成立しておるということでございます。 

なお審議の内容につきましては、これまでどおり発言者のお名前をつけて公表

させていただきたいと考えておりますが、この件につきましてご異存ございませ

んでしょうか。よろしいでしょうか。 

（一同異存なし） 

はい、ありがとうございます。では会議録作成の関係上、どなたが発言された

のか分かるように「○○です」と発言者名をおっしゃってから、発言をお願いし

たいと思います。 

それでは、報告事項の一つ目、「茨木市立幼稚園再編整備計画」につきまして

事務局から説明をお願いいたします。 

保育幼稚園総

務課 

中路課長 

保育幼稚園総務課の中路です。 

それでは、茨木市立幼稚園再編整備計画について報告いたします。 

資料は１になります。市立幼稚園では全ての幼児に等しく教育機会を提供する

という観点から個別に支援を要する幼児を含め、できる限り受け入れてきまし

た。しかし、共働き世帯の増加などにより保育所への希望が増加する反面、２年

保育の公立幼稚園の希望は減少していました。それを踏まえ、昨年度、新たに「茨

木市立幼稚園のあり方検討委員会」を立ち上げ、市立幼稚園の適正配置と今後の

運営について議論しました。その結果、公立幼稚園を現状のまま運営することは

適切ではなく、一定の統廃合は避けられないが継続していく園についてはこれま

で公立幼稚園が行ってきた教育を継承しながら保護者のニーズに応えられるよ

うに機能を充実させるとともに、廃園とする幼稚園についてもそれぞれの幼稚園

の施設等の状況を踏まえ、子ども子育ての課題解消につながる活用を行うことが

妥当であるとの結論に至りました。 

検討委員会での意見を踏まえ、再編整備計画案を作成し、今年の４月から５月

にかけてパブリックコメントを実施し、９月には市議会で承認いただきました。

計画の内容としましては、沢池幼稚園、庄栄幼稚園は公立として認定こども園化、

東雲幼稚園は療育施設としての活用を検討。郡幼稚園は、郡保育所の一部へ。北

幼稚園は親子ひろばやユースプラザとしての活用を検討。天王幼稚園は、民間認

定こども園。北辰幼稚園、玉島幼稚園は廃園の後、具体的な内容は今後検討して

いきますが、子ども子育てへの課題解消につながる活用を検討していきたいと考

えています。今後は、この計画に沿って整備を進めていく予定です。 

報告、説明については以上となります。よろしくお願いします。 

福田会長 はい、事務局どうもありがとうございました。 

それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお

受けしたいと思います。委員の皆さん、いかがでしょうか。 

はい、三角委員、お願いします。 

三角委員 私立保育園連盟の三角です。どうぞよろしくお願いします。 
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これは以前からずっと計画をされていて、ずっと進んでいることだとは思うの

ですが、これから保育幼稚園総務課のほうでも研修会が検討されているのです

が、医療的ケア児を何とかフォローできるような施設、園というふうな形で考え

るということはできないかなと思っています。 

検討された６つの視点というところの２番に「支援を必要とする子どもの成長

につながる環境の整備」ということもありますので、医療的ケア児を何とかケア

できる、フォローできるという施設をつくっていただけないかなと。もちろん私

立の保育園、こども園でも医療的ケア児を受けていく方向では皆さん、考えてい

ただけるとは思うのですが、なかなかしんどい園もあるとは思いますので、そこ

をしっかりと公立で頑張っていただけないかなというふうに思います。 

以上です。 

福田会長 三角委員、どうもありがとうございました。 

今、医療的ケア児の受入れについてどうかというご意見だったと思います。こ

の点につきまして、事務局、いかがでしょうか。 

保育幼稚園総

務課 

中路課長 

保育幼稚園総務課の中路です。 

医療的ケア児の対応ということですが、国のほうでも法令、法律が新たにでき

て受け入れた場合にはしっかりと支援していくという責務が新たにできたわけ

ですが、今、もちろん公立保育所が既に受け入れて、一部、私立保育園でも受入

れされているところもあるのですが、公立の認定こども園での受入れは今後検討

していくことになっています。公立だけではなかなか難しいということもあっ

て、私立へは受入れというよりかは、まず、研修会の案内等で「公立保育所では

こうやって保育しています」というような情報提供からということで、課内で検

討しているところです。この廃園後の活用というところでは、療育施設の活用と

いうところにも関わってくると思うのですが、今後、詳細にどうしていくかとい

うところをまだ検討していく段階です。その点について、ご意見をいただきまし

たし、保育幼稚園総務課、あるいは子育て支援課等とも課を越えて関わってくる

ところもありますので、そういった点も含めて、考えていきたいなと思います。 

以上です。 

福田会長 はい、事務局どうもありがとうございました。 

三角委員、よろしいでしょうか。（異議なし） 

はい、ありがとうございます。 

他の方、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

森委員、どうぞ。 

森委員 こんにちは。ＰＴＡ協議会の森です。ちょっと風邪をひいて声がすごいので申

し訳ないですが、よろしくお願いいたします。 

東雲幼稚園が療育施設として検討されているとのことですが、現在本市では、

あけぼの学園とすくすく教室がありますが、どのような形の療育施設をご検討さ

れているのかを教えてください。 

福田会長 はい、どうもありがとうございました。 

それでは事務局、いかがでしょうか。療育施設の検討ということですが、どう
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いったものかということだと思います。 

保育幼稚園総

務課 

中路課長 

保育幼稚園総務課の中路です。 

今回、９月議会で条例改正の承認をいただきまして、廃園ということは決まっ

ています。今後大きな方向性として、療育施設として掲げているのですが、具体

的に市で運営しているあけぼの学園のような施設がいいのか、それとも、すくす

く親子教室のような幼稚園、保育園に在籍しながら通える施設がいいのか、その

あたりも検討委員会でいただいたご意見等踏まえながら詳細を詰めていきたい

と考えております。また施設規模的にどういうものができるのかというところも

考えていく必要がありますので、このあたりはこれから詳細を詰めていくという

段階です。 

以上です。 

森委員 ありがとうございます。 

福田会長 どうもありがとうございました。 

これから考えていくというところですかね。ありがとうございます。 

他の方、いかがでしょうか。 

（質問者なし） 

ありがとうございました。それでは、ご意見どうもありがとうございました。

一つ目の報告事項、「茨木市立幼稚園再編整備計画」につきましては、質疑をこ

こで終了させていただきたいと思います。 

それでは、続きまして会議案件の「茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）

実施状況報告について」、事務局から説明をお願いいたします。 

こども政策課

白波瀬課長代

理兼政策係長 

 

こども政策課の白波瀬です。 

お手元の茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）実施状況報告書は、令和２

年３月に策定いたしました茨木市次世代育成支援行動計画（第４期）に位置づけ

ました各事業、各取組につきまして、令和２年度の実績を分析、評価した結果を

取りまとめた冊子になります。 

今回は、新型コロナウイルス感染症予防対策としまして、会議時間の短縮を図

るため事前に資料を送付し、ご覧いただいておりますので、事業ごとの個別の説

明は省かせていただきます。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

以上です。 

福田会長 事務局、どうもありがとうございました。 

それでは、事前に目を通していただいているということを前提にこれからの審

議を進めさせていただければと思っております。大分な資料になりますので、ラ

イフステージごとに見ていけたらなというふうに思っております。 

まず初めに妊娠・出産期、こちら３ページから 13 ページということになりま

すが、この妊娠・出産期の部分について、ご意見をまず頂戴した上で、続いて「就

学前期」、さらに「小中学校期」というふうな形で検討を進めさせていただきた

いと思っております。 

したがいまして、まず資料３ページから 13 ページに関わる部分で、委員の皆

さんからのご意見を頂戴したいなと思います。いかがでしょうか。 
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（質問者なし） 

特によろしいですか。はい、どうもありがとうございました。 

それでは続きまして、「就学前期」でございます。こちら 14 ページから 52 ペ

ージというところになりますので、就学前期についてのご意見を頂戴したいと思

います。委員の皆さん、どうぞ活発な意見を頂戴できればと思います。いかがで

しょうか。 

宮島委員 すみません、市民委員の宮島です。 

福田会長 宮島委員、どうぞ。 

宮島委員 28 ページの待機児童を述べているところですが、ＰＤＣＡとして書かれてい

て、実行した結果は評価Ａというふうにされていますよね。もちろん待機児童は

ゼロを達成したよというふうになっているのですが、これは年度ごと年ごとに状

況が変わってくるということで、待機児童ゼロがそのまま続くわけでないと思う

のです。「アクション」のところの記載で「待機児童ゼロを維持するための必要

な整備を実施していく」というのは何ら具体的ではないのですが、これは具体的

にはどのような整備をしていこうとしているのですか。 

福田会長 宮島委員、どうもありがとうございました。 

28 ページの一番下ですね。「待機児童をゼロにするための必要な整備」につい

てですね。具体的にどういう整備をしていくのか、事務局のほうお願いいたしま

す。 

保育幼稚園総

務課 

中路課長 

保育幼稚園総務課の中路です。 

今後の整備ですが、今、保育所あるいは認定こども園の建て替えに合わせて定

員を増やしていただき、進めているものもあります。また、先ほどの公立幼稚園

の再編整備のところにも絡むのですが、公立として新たに幼稚園を認定こども園

化し、保育枠を設けていったり、幼稚園を公立幼稚園としては廃園し、その後、

私立の認定こども園とするようなことで計画を進めているところです。 

以上です。 

福田会長 事務局、どうもありがとうございました。 

宮島さん、よろしいでしょうか。 

宮島委員 すみません、いつまでにどのような、という回答はないのですか。 

福田会長 事務局、いかがでしょう。 

保育幼稚園総

務課 

中路課長 

ここに全てを記載することができなかったのですが、事前質問の回答のところ

に書かせてはいただいているのですが、別途「待機児童の解消整備計画」という

ものがございます。そこには、どれぐらいの数を整備していくか載せているので

すが、これがこの計画を作ったときのものになりますので、若干その時点と外れ

てきているところもあるのですが、次年度の整備の見直しの時期、計画の見直し

の時期がありますので、そこでまた細かな数字は見直すことになってくるかとは

思うのですが、おおむねこの整備計画というものに基づいて進めているところで

はございます。 

以上です。 

福田会長 ありがとうございます。別途、計画も立てられているということですね。あり
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がとうございました。 

宮島さん、よろしいでしょうか。 

宮島委員 分かりました。ありがとうございます。 

福田会長 ありがとうございます。他の方、いかがでしょうか。 

中村委員、お願いします。 

中村委員 すみません、中村です。よろしくお願いします。 

福田会長 どうぞ、お願いいたします。 

中村委員 36 ページですが、よろしいですか。市民ニーズを踏まえた講座とあるのです

が、講座の中でこういうのをやってほしいなというのがありまして。母親は、子

育てをしていて子どもと毎日接しているのですが、大人の人と接する機会という

のがあまりないので、子どもを預けて、社会参加ができるボランティアや講座に

ついての活動が増えてくれば、親としても子育てだけで毎日が行き詰まっている

というところがあったりするので、息抜きできるものがあればいいなというのが

希望です。 

以上です。 

福田会長 はい、中村さん、どうもありがとうございました。 

それは講座の中身についてのご意見ですね。 

中村委員 そうですね。例えば、ボランティアでお花を植えるですとか、子ども食堂のお

手伝いをするとか、社会福祉協議会でやっているようなボランティアや、市民団

体がやっているボランティアでもいいのですが、何か子育て中の母親が息抜きと

して参加できるような講座があればいいなと思っています。 

福田会長 ありがとうございます。何か具体的なイメージのものをご紹介いただいたのか

なと思います。具体的な子育て講座の中身についてのご意見だったかと思いま

す。 

これについて、何か事務局ご意見ございますでしょうか。 

子育て支援課 

中井課長 

はい。子育て支援課の中井です。よろしくお願いします。 

ご指摘のとおり、子育て講座ということで子育てにまつわる講座をメインにや

らせていただいております。その際には、保護者の方とそれから子どもさんと一

緒に参加していただくもの。それから親子を分離させていただいて、受けていた

だくような講座を開催しておりますが、今回、ご意見いただきましたのはお母さ

んご自身、お父さんご自身が自分自身がリフレッシュできるような、そういう講

座をということですので、そういう視点も含めて今後、検討してまいりたいと思

います。 

以上です。 

福田会長 事務局どうもありがとうございます。中村さん、よろしいでしょうか。 

中村委員 はい、ありがとうございます。 

福田会長 ありがとうございます。他の方、いかがでしょうか。ご意見を頂戴したいと思

います。はい、よろしいでしょうか。 

それでは次に参りましょうか。続きまして、「小中学校期」でございます。こ

ちら 53 ページから 67ページでございます。こちらの小中学校期についてのご意
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見、ご質問を頂戴したいと思いますが、委員の皆さん、どうぞよろしくお願いい

たします。 

宮島委員 すみません、宮島です。 

福田会長 宮島委員、どうぞ。 

宮島委員 64 ページ、65 ページですが、例えば、64 ページですと教育相談を実施したと

いうことで、令和２年度は何件、何回と書いてあるのですが、これは内容をどの

ように見ればいいのでしょうか。この実績というのは「件」と「回」と書いてあ

りますが、どういう内容でしょうか。 

福田会長 はい、宮島委員、どうもありがとうございました。 

この 64 ページの下の表ですね。「教育相談を実施」というところで、単位とし

ては「件」と「回」がありますが、ここの見方について、ご説明をお願いしたい

と思います。 

事務局、よろしくお願いいたします。 

教育センター 

新川所長 

はい、教育センター所長の新川です。 

件と回についてですが、件数というのはいわゆる１回、１回の１件という単位

になりまして、回というのはその人が複数回聞かれることがございます。相談に

来られていますし、継続相談ということがございますので。その人に関しては、

１件に対して４回とか、そういう形でカウントしています。述べ回数というふう

に考えていただけたらと思います。 

福田会長 はい、どうもありがとうございました。 

宮島委員 それに関係してなのですが、令和６年度の目標値を「1,400 件で 6,700 回」と

書いてあるのですが、この根拠は何ですか。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

事務局、いかがでしょうか。これはどこで、どうやってこの目標を決めたのか

というところだと思います。 

教育センター 

新川所長 

教育センター所長、新川です。 

経年、令和元年度、平成 30 年度、このときの件数が大体このような数値にな

っておりますので、このように目標値を立てさせていただいております。 

福田会長 はい、ありがとうございます。経年で見ているということですね。 

宮島委員 すみません、よく分かりません。経年で見ているというのはどういう意味でし

ょうか。例えば、実績値として令和２年度は 1,419 件ということで、この前後で

実績目標を設定すればいいよというふうに言っておられますか。令和６年度の目

標値、1,400 というのは、なぜ 1,400 回にしたのか、その意図というか、これを

どうすればいいのかという部分が全然分からないんです。 

教育センター 

新川所長 

教育センターの新川です。 

目標値に立てさせてもらいました 1,400 件は、昨年度は 1,428 件だったのです

が、その前の年は 1,346 件でした。そのニーズといいますか、できるだけ多くの

人に周知しながらニーズに対応していきたいという考えで、1,400 件という目標

を立てております。 

福田会長 はい、新川さん、どうもありがとうございます。 
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一応、前年度ですね。この目標を立てたときのベースよりも多めに見積りつつ

というイメージでよろしいですか、新川さん。 

教育センター 

新川所長 

はい、結構です。 

福田会長 はい、分かりました。ありがとうございます。 

宮島さん、そういうことでございます。よろしいですか。 

宮島委員 

 

よく分からないのですが、例えば、令和３年度、４年度、５年度とあって、６

年度の目標値は書いてあります。その経過といいますか、マイルストーンの部分

の計画値、これも 1,400 という感じになっていくのでしょうか。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

中間目標のようなものを、今回の計画で立てておられますか、新川さん。 

教育センター 

新川所長 

失礼します。中間目標は立てておりませんが、それだけニーズがあれば、その

ニーズに対応していこうと考えております。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

ニーズがあれば、それに対応されるということですが、宮島さん、何かご意見

があればどうぞ。 

宮島委員 例えば、評価がＢになっていますよね。令和２年度に関して件数が 1,419 件だ

から評価がＢですよというふうになっていて、【Ｃ】のところで「できたこと」

が書かれているのですが、かなり内容が冗長的で、件数の部分を分析した結果が

書かれていないし、そこから編み出してないのではないかという気がして、納得

ができないのですが。 

福田会長 宮島さん、すみません。どの辺りかもう少し詳しく教えてもらってもいいです

か。 

宮島委員 例えば、「できたこと」に、「感染防止マニュアルを作成し、マニュアルに基づ

いて相談を実施し、安心・安全の確保に努めた」と、書かれていますね。それと

評価とはどう関係してくるのだろうかというふうに思ったんですが。中身がよく

見えないのですが。 

福田会長 宮島さんのおっしゃる中身というのは、具体的に何を指されておられますか。 

宮島委員 「できたこと」と、教育相談の実施の部分の実績についての関連が全然見えな

いなと。 

福田会長 今、宮島さんが「実績」とおっしゃったのは教育相談の実施の部分ですかね。 

宮島委員 そうです。実績に対して評価すると、例えば、Ｂとした根拠を見たときに、そ

の関連として、「できたこと（達成したこと）」という部分に触れてくるかなと思

ったのですが、そこが読み取れないと私は思ったんです。何をもって評価したか、

なぜ評価をＢとしたのかがよく分からないんです。書き方が冗長的で、実績の部

分の評価・分析をして、それでどうだというふうにするのであれば、分かるので

すが、そうでないよねという気がしているんです。この内容を疑っているわけで

はないのですが、よく分からないんです。 

福田会長 冗長的ではないものがいいということですよね。 

宮島委員 分析・評価しないといけないので冗長的ではないべきです。「できたこと」と
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評価の書き方が曖昧な書き方というか、何とでも取れるような感じです。 

福田会長 分かりました。 

宮島委員 最初のところで「ＰＤＣＡを回します」と書かれているのですが、この書き方

では、ＰＤＣＡが本当にうまく回ってますかと、私は思ってしまうんです。 

福田会長 どうもありがとうございます。 

今後、できたこと、それから評価に向けて冗長的ではないような形で評価が進

むようにというご意見として頂戴したいと思います。 

他の方、いかがでしょうか。 

三角委員、お願いします。その次に、西之辻委員にお願いしたいと思います。

すみません、よろしくお願いします。 

三角委員 三角です。先ほどの宮島委員の話から隣の 65 ページを見ていたのですが、令

和２年度の実績が、令和６年度の目標値を大きくオーバーしているにもかかわら

ず評価がＡとなっているんです。先程の場合は目標値は大きいほうがいいと思う

のですが、この暴力件数や不登校の児童に関しては、多かったら良くないんです

よね。これで評価Ａがついているというのは、どういうことなのかご説明いただ

きたいと思います。 

福田会長 はい、どうもありがとうございます。 

65 ページの下段の表についてのご意見だと思います。 

事務局、いかがでしょうか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

学校教育推進課の青木です。 

数値的な実績につきましては、令和６年度の目標に比べて、今、オーバーして

いる状況でありますが、あくまで令和６年度に向けて、今後、取組を進めていく

という中身になっております。昨年度、スクールカウンセラーや、スクールソー

シャルワーカーによる相談件数が、その前の年に比べてかなり数値的にも増えま

した。不登校や、いじめに関わる相談件数が増加しまして、それによって学校の

中で道筋を立てて取り組むことができたというところで評価をＡにしておりま

す。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

三角委員、どうぞ。 

三角委員 三角です。 

その目標に向かって進んでいくのは当たり前ですよね。その中で、令和２年度

でＡをつけてしまうと、それ以上の評価はないですし、目標を達成して初めてＡ

がつくのではないですか。 

福田会長 はい。この評価のつけ方の部分ですね。どう考えていくのかというところだと

思いますが、事務局いかがでしょうか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

 

ということであれば、目標値が達成できるまではなかなかＡがつけられないと

思います。ただ、あくまで最終的な目標に向かって取組を進めて、中身が充実し

ているのであれば、評価はＡになるのかなと考えています。 

福田会長 なるほど。三角委員、どうぞ。 
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三角委員 良い言葉が見つからないのですが、自己満足の評価になってしまっているよう

に感じます。 

福田会長 はい、ありがとうございました。それでは次、西之辻委員、どうぞ。 

西之辻委員 今の件ですが、目標というのはあくまでもこの発生件数に対しての目標と出て

いますが、この評価は活動による成果が高いかどうかという判断だと思うので、

件数が増えたとか減ったとかというよりも中身に対して対応ができたかどうか

という評価をされていると思うのですが、いかがでしょう。 

福田会長 なるほど。はい、三角委員、どうぞ。 

三角委員 もちろんそうだと思いますが、発生件数に対していろんな活動ができたら、不

登校などの数字も減っていくのではないですか。この事業は発生を防ぐための事

業だと思うんですが、何か起こる前に何とかする事業ではないんですかね。 

福田会長 事務局、どうぞ。 

学校教育推進

課 

青木課長 

 

学校教育推進課の青木です。 

もちろん未然防止の観点で取り組む場合もありますし、当然発生してから進め

ていくこともありますが、今、ご意見をいただいて考えましたのは、この活動指

標の数字と、実績のところが実績値で見れば、なかなかＡがつかない部分もある

かと思いますので、それについては少し考えたいなと思います。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

先ほど言われた、相談体制が充実していっているということが何か数字的に分

かるものではないので、三角委員がおっしゃったところだけ見ると、これで評価

Ａというのはどうなのかというところもよく分かります。 

もしくは先ほど、宮島委員からご指摘のあったところも含めて、このＰＤＣＡ

で回していくよといったときの書き振り、もしくは事業ごとの評価の仕方につい

ての統一感、そこをしっかり説明できるようにしていくことが必要かなと思いま

した。どうもありがとうございました。 

それでは続いて、西之辻委員、どうぞよろしくお願いします。 

西之辻委員 はい。67 ページの「子ども本人からの相談」という案件ですが、これは子ども

相談室とは別ですよね。 

福田会長 はい、事務局いかがですか。 

教育センター 

新川所長 

教育センター所長、新川です。 

はい、別です。 

西之辻委員 はい、分かりました。ただ、子どもから見たら、何か窓口がいっぱいあるよう

な感じがして、少し分かりにくいのではないかなと。子どもの相談窓口は出来れ

ば一つにして、ワンストップで解決できるような体制にまとめていただきたいな

というのが要望なのですが、今は、それは置いておきます。 

それで評価の件ですが、令和２年度の実績が２件で、できなかったことが学校

との連携が対応できてなかったということですが、これで評価がＡというのは、

どういうことですか。 

福田会長 西之辻委員、どうもありがとうございます。 

事務局、これはなぜＡになったのかというところだと思うんですが、いかがで
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しょうか。 

教育センター 

新川所長 

教育センター所長、新川です。 

まず、この評価については、本来は子どもたちが学校の先生方等に自分がいじ

め等で嫌な思いをしているときに、すぐ聞いてもらえてそしてすぐに解決につな

げていくというところが一番理想的なのかなというふうに思っています。ただ、

どうしても相談できないときに、うちにＳＯＳを発信して電話をかけてきてくだ

さるということが非常に多く、誰にも相談できずにというところで我々を介し

て、すぐ学校からまたこういうふうな相談があって、伝えようかと言って、伝え

たときにすぐに学校でその子の了解を得て、返してほしいという話だったらすぐ

に伝えて、すぐに対応してくれるところがあったというところが一つです。 

もう一つは、長期化し、少し時間がかかったという意味で、学校との連携をど

んなふうに進めていったらいいのかというところが非常に悩んで。その子自身

は、すぐには解決につながらなかったのではないかというところの反省を込めて

１件という形にしていますが、体制として、基本的にすぐ対応できるよう連携を

図っていくということを、今後も引き続き進めていくという観点で、できなかっ

たこととして、このように挙げさせてもらっています。 

以上です。 

福田会長 はい、事務局、どうもありがとうございました。 

はい、西之辻委員、どうぞ。 

西之辻委員 これは２件とも最後まで解決できたんですよね。 

教育センター 

新川所長 

基本的には解決できました。 

西之辻委員 ではＯＫです。途中で放り出されたらかわいそうだなと思ったので。件数が多

くても最後まで解決していただきたいと思います。 

以上です。 

福田会長 はい、どうもありがとうございました。 

全般的にまだ委員の皆さんからご意見を頂戴してないなと思いながら、ここに

出てきている数字というものは令和２年度、つまり昨年度の話ですよね。といい

ますのは、昨年度はここにいる我々全てがなかなか経験しなかったような社会状

況の中で１年間過ごしてきて、今も継続しているところではございますが、その

辺りの評価もどこかで見えてきてもいいのかなという気はしておりまして、この

67 ページの事業については、もともと令和６年度の目標が５件ですからね。そも

そも子どもからたくさんの相談が来るということを前提にしていないタイプの

事業と受け止めることができるかと思いますが、子どものみならず、大人も含め

てどうしたらいいのかなと、困った経験がたくさんあると思います。そういった

意味での相談先として、令和６年度の目標が５件で、令和２年度の実績が２件だ

からいいのかというところが難しいところではありますが。たくさんあっても困

りますし、なかったらなかったで心配ですし、評価が本当に難しい事業ではある

なという感想を持っているところではございます。 

ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 



 

12 

 

はい、中村委員、お願いします。 

中村委員 すみません、先ほどの 66 ページに関することなのですが、表の【Ｃ】、チェッ

クのところで、有効活用されていないとか、学校に浸透していないとか、教職員

がまだうまく理解ができていないということが書いてあるのですが、例えば、ス

クールカウンセラーだったら、親の私のほうがスクールカウンセラーに相談した

ことはあるのですが、子どもがスクールカウンセラーの方に相談したりとか、担

任の先生が気になる子どもがいるのでスクールカウンセラーに話をもちかける

とか、いろんな方がスクールカウンセラーのほうに働きかけたり、逆にスクール

カウンセラーが先生や子どもや保護者に対してアピールではないですが、こうい

うことがあったらすぐに声をかけてくださいという案内があればもっと使いや

すいと思いますし、利用ももっと増えるのかなと思いますがどうでしょうか。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

これは今、中村委員、ご意見としてはスクールソーシャルワーカーもしくはス

クールカウンセラーの活用方法の中身の話ですかね。 

中村委員 そうですね。 

福田会長 はい、事務局いかがでしょうか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

学校教育推進課の青木です。ご意見ありがとうございます。 

本当に例年、年を追うごとに相談の回数とか件数は増えているのですが、例え

ば、スクールソーシャルワーカーでありましたら、どちらかと言いますと、いろ

いろ虐待案件等を福祉的な機関につないだり、そういうことが主でこれまで取り

組んでおったのですが、やはり先ほどから出ていますようにいじめや不登校ケー

スのアセスメント等にも活用を広げていくというところが必要になってきます。

併せて、保護者の方からの相談だけではなくて、スクールカウンセラーにしても、

教員からの相談や児童から直接相談を受けるケースも増えてきておりますが、ま

だまだ広報が足りていないというご意見もありましたので、こういうときにこう

いうことを相談できるよということを、例えば、学校だより等を通じてお知らせ

しているのですが、より活用していただけるような広報の仕方について今後、考

えていきたいと思います。 

以上です。 

福田会長 はい、事務局ありがとうございます。 

中村さん、いかがですか。よろしいですか。 

中村委員 はい、ありがとうございます。 

福田会長 ありがとうございました。 

66 ページも、細かく見ていくと評価が難しいところかなと。それこそ先ほどの

宮島さんがおっしゃったような部分と関わってくるのではないかなと思うんで

す。例えば、スクールソーシャルワーカーの件数は令和６年度の目標が 3,300 件

で、令和 2年度は 6,000 件近くあり、できなかったことについて言うと、スクー

ルソーシャルワーカーの有効な活用方法が全ての学校に浸透していないという

評価になっておりますが、もしかしたらこの枠には収まらない評価といいます

か、できなかったことというものが本当はあるのかなというふうなことが読める
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ようなイメージの表になってくるかなと思っております。スクールソーシャルワ

ーカーのケースですが、これは減っていったほうがいいという理解でしょうか。

事務局いかがですか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

学校教育推進課の青木です。 

スクールソーシャルワーカーの相談件数は減っていくよりも、むしろ増えてい

くほうがよりケースに迫れますので、増えていくほうが望ましいというふうには

考えています。 

この計画を策定した前年度の数値が大体、3,200 件ぐらいでしたので、目標値

を 3,300 件に設定しましたが、昨年度、活用を進めていくということでいろんな

働きかけを学校のほうにしましたので、そのこともあって活用件数が昨年度増え

たというふうな状況になっております。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

そこらはどうでしょうかね。いわゆるコロナ禍にあって、このスクールカウン

セラー、スクールソーシャルワーカーが学校の中で相当機能していったというふ

うに理解してもいいですか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

おっしゃるとおりでございます。 

福田会長 なるほど。分かりました。 

この令和２年度の事業の評価は、先ほど言いましたように、計画できなかった

こと、計画どおりに進まなかったことがかなりある年だったと思うんですね。こ

のスクールソーシャルワーカーの大きな伸びというのもここまでは予定してな

かったぐらいの数が伸びているのではないかなと思いますので、何かコロナ禍に

あって、それが直接この事業の中に影響しているのかどうかみたいなところは若

干記述があってもいいのかなと思います。それは、今年にもう既に生かしてくだ

さっている部分もあると思いますし、また次いつやってくるか分からないものに

対して、社会がどう対応していったのか、記録を残していくという意味でも意味

のあることになってくるのかなというふうに思っておりますので、少しご検討い

ただければと思います。 

はい、ありがとうございます。ほかいかがですか。 

宮島委員 すみません。宮島です。 

先程の話も関係するのですが、評価するときのインデックスというか指標です

が、この指標の設定の仕方がはっきり言えばまずい。だからゴールが一体何なん

だという部分をしっかり見据えて、その対策をどうするのか、途中はこうだよと

いうふうに見えているのだったらよく分かるのです。例えば、子ども本人からの

相談というのがあって、Ｒ２年度実績は２件で、評価Ａですね。中身を見ると、

できたことと、できなかったことがあるのですが、子ども本人からの電話相談数、

これがいわゆる実績を測る指標になっていまして、その指標でもって評価Ａとい

うふうにするのですが、実際にできたこと、できなかったこと、それから実際に

どういう対策をするのかという部分を考えると、電話による悩み相談を実施しま



 

14 

 

すというふうになっていて、その悩み相談がどうなったらいいよというようなと

ころが全然設定されたようなものになってないんです。それに対して評価をして

いるので、評価が非常にしづらいということがあるのではないかという気がしま

す。 

それでこの事業ですが、子ども本人からの相談という事業ですが、特に言って

いるのが電話相談ということなんですよね。指標もその件数で立てられているの

ですが、これは一体何をゴールとしたらいいのだろうと考えたときに、この電話

相談件数で見るべきものではないのないかなと。途中経過としては、その部分は

実績値としては上がってくると思うのです。ただ、最終的なゴールはどうだろう

と考えたときに相談件数という部分でゴールが評価できるというものではない

のではないかと思います。さらに、これはなぜというふうに考えて、分析評価で

きるような形になっていないと、恐らく最終的なゴールがどこにあるのか多分立

てられたと思うのですが、ここからも読み取れないですし、実際に評価している

部分の実績、指標もどちらかというとよく分からないので、実績２件で評価Ａだ

ねというふうになってしまっているので。どうも第三者から見ると、何をもって

評価したのかというふうに思える。指標は、すごく大切な設定の仕方なので、そ

れはゴールとすごく関係していきますので、そのあたりはしっかり考えて指標を

設定する必要があるだろうと思います。 

福田会長 宮島さん、どうもありがとうございました。 

よく分かりました。先ほどから、宮島さんがご指摘されているところの要点が

今のご発言に詰まっていたかなと思います。 

子ども関係の計画の中で指標を用いて評価していくということが、経験として

積み上がっているものではないなというのが私も感じているところではござい

ます。したがいまして、今後何を目標にやっていくのか、ゴールが何なのかとい

うところですね。それから評価のプロセスで、何でこうなったのかというところ

をしっかりと検討しながら、それが分かるような評価というところになっていく

ような記述というものを今後、心がけていただく。もしくは指標を設定する際に

それがどういった意味があるのかということをしっかり考えた上で、評価が可能

なように設定していただくということですね。今後検討していっていただければ

なと思います。宮島さん、どうもありがとうございました。 

それでは、西之辻委員に行く前にすみません。脇條さんから手が挙がっており

ましたので、脇條さん、西之辻さんと続けていきたいと思います。 

では、脇條さん、よろしくお願いします。 

脇條委員 市民委員の脇條です。 

50 ページ、51 ページの「ローズ WAM 親子交流」や「子ども向け文化財普及啓

発活動」など、市が計画しているイベントのことなのですが、私自身も茨木市の

広報などで募集している記事を見たりするのですが、共働き家庭も増えているの

でインターネット経由で申し込んだり、ＳＮＳ関連でその情報を周知したり、何

かそういった部分があまりないのかなというふうに個人的には思っているので

すが、その辺りこれから広げていくような、計画をされているのか教えていただ
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きたいです。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

すみません、ライフステージが一つ戻りましたが、様々な情報の発信について、

ＳＮＳをどのように利活用されているのかというご意見だったかと思います。 

事務局、いかがでしょうか。 

こども政策課 

東井課長 

こども政策課、東井です。 

情報発信ですが、市の広報誌やホームページ、それからＳＮＳを通じて、最近、

情報の発信をしているのですが、これからさらに市民一人一人の方に理解してい

ただくような情報の発信については検討していかなければならないのかなと思

っておりますが、逆に委員の皆さんからこんな方法があるよというような提案も

教えていただけたらと思います。 

以上です。 

福田会長 はい、ありがとうございます。 

東井課長、すみません。そういう意味では、現状では、一定やっている部分も

あるという理解でよろしいですか。 

子育て支援課 

中井課長 

子育て支援課の中井です。 

今、市役所も Facebook 等でイベントのご案内等をさせていただいているとこ

ろはございますが、件数としては、まだ少ない部分がございます。昨年度、コロ

ナの関係もあってＩＣＴ機器の活用について、充実を図っていかなければという

ふうに認識しておりますし、また国の補助金もございましたので、機器について

は充実してきたところです。今ご意見をいただいたように Facebook であったり、

それからインターネット経由で申込みできるような環境、これは市としても取り

組んでいる最中でございますので、より一層充実を図ってまいりたいと思いま

す。 

福田会長 ありがとうございます。 

もしかしたら、子育て世代にとっては Facebook よりもインスタグラムである

とか、それからＬＩＮＥでしょうか。今、現に子育てしている人たちが多く利用

されているようなＳＮＳを活用してもらうような部分ですかね。市をフォローす

ることがプラスになるということを子育て世代に理解してもらわないと、積極的

に市役所の情報をフォローしようとは、なかなか市民の方は思わないと思います

が、委員の皆さん、いかがでしょうか。感覚的には、Facebook は、私の世代かな

みたいなところがあって、今、現に赤ちゃんが生まれた人たちは、どうかなとい

う感覚を持ってしまいますが。 

すみません、脇條さん、いかがですか。今の市からの答えがありましたが。 

脇條委員 ありがとうございます。 

そうですね。今おっしゃられたようなインスタグラムですとか、ＬＩＮＥ、あ

と市のアプリもあったかと思うのですが、こちらから見にいくのではなくて、通

知が来たり、リマインダーが来たりするような、気づいたらこういうものをやっ

ているんだと自分が知らされるような機能があると、より気づいたら参加しよう

かなということにつながるかなと思います。 
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福田会長 はい、脇條さん、ありがとうございました。 

ぜひ、ご参考にしていただければというふうに思います。 

それでは続いて、西之辻委員。お待たせしました。よろしくお願いします。 

西之辻委員 先ほどの話に戻って恐縮ですが、宮島委員のお話の続きの件ですが、例えば、

ここに出てきている 64ページ、65 ページ、67ページの相談やいじめへの対応と

いう取組の理想的な形というのは多分、そういうものがなくなっていく、ゼロに

なることだと思うんですね。ただその中で、今こうやって取組として出てきてい

るのは、問題が起こっているということかなと。その問題に対して解決すること

が事業として捉えられているので、その件数を増やしていくことが目標ではない

と思うんですよ。一時期は増えるかもしれないが、最終目標はゼロになることで

あって、こういう取組に対して令和６年度の目標を設定することはあまり意味が

ないような気がします。 

以上です。 

福田会長 はい、西之辻委員どうもありがとうございます。 

前期のこの計画を立てられるときに、指標化というのをすごく意識されてい

る。その指標を基に評価していくということが重要になってくるところではあり

ますが、そもそも今、西之辻委員がご発言いただいたところも、この手の問題が

抱えている事の本質の一端かなと思いますので、その辺りも含めて今後、どう評

価していくのか事務局でご検討いただければなと思います。ご意見どうもありが

とうございます。 

はい、ほかいかがでしょうか。まだご発言がない方など、これまでのご質問、

ご意見に関連してでも結構ですので、ご発言いただければと思います。いかがで

しょうか。 

はい、森さん、どうぞ。 

森委員 森です。 

57 ページの「デートＤＶ防止啓発について」ですが、昨年度は確かに大変だっ

たので、啓発講座は開けなかったと思いますが、冊子を配っただけだと子どもた

ち、記憶がすごく薄くて、「もらったかな」とうちの娘も言っておりました。表

の最後のほうに「オンラインでの講座開催について検討を進める」と書いてあり

ますので、ぜひ何か冊子と一緒に 10 分でも 15分でもいいですので、何かビジュ

アル的なもの、映像的なものを一緒にセットで各校に行ったらいいのではないか

なと保護者として思います。 

あとデートＤＶ予防啓発ワークショップの実施回数ですが、昨年度３件、目標

値５件。これは急には増やせないとは思いますが、中学校は 14 校もあるので、

せめてもう少し高い目標を持っていただけるとありがたいなと思います。 

あとそれと絡めて、性教育についてはどんな感じで今進めているのか、教えて

いただけるとありがたいです。 

以上です。 

福田会長 はい、森委員、どうもありがとうございました。 

そもそも中学校は 14 校あるのに目標が５校というのはどうだというところも



 

17 

 

あろうかと思いますし、デートＤＶのワークショップの話もありました。それと

合わせて性教育について、どう対応されているのかというところです。２点ある

かと思います。 

事務局、お願いいたします。 

こども政策課 

東井課長 

すみません。こども政策課、東井です。 

この 57 ページのデートＤＶ防止啓発については、人権・男女共生課が担当課

になりまして、今日はコロナの感染予防の観点で人権・男女共生課は出席してお

りません。申し訳ございません。今、ご指摘いただいた内容については、お伝え

させていただきまして、次回、11 月８日の会議には出席する予定にしていますの

で、先ほどのデートＤＶのオンラインでの講座開催の部分に絡めて、映像、ビジ

ュアル的に各学校にという話と、あと中学校が 14 校あるのに目標が５校では少

ないのではというご質問についてお伝えさせていただきまして、次回、ご回答さ

せていただきます。 

森委員 はい、お願いいたします。 

福田会長 どうもありがとうございました。 

次回、ご回答いただけるということです。ありがとうございました。 

ほかいかがでしょうか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

すみません、よろしいでしょうか。学校教育推進課の青木です。２件目のご質

問の性教育について、お答えさせていただきます。 

基本的に性教育は、例えば、体育の授業の中に保健という教科がございまして、

それぞれ小学校３年生から中学校３年生まで中身が決まっていますので、まずそ

ことで子どもたちに伝えています。あとそれぞれの学校の子どもたちの状況に合

わせて、それぞれの学校でカリキュラムを組んで指導していくという形になって

おります。 

以上です。 

福田会長 ありがとうございます。 

森委員、いかがですか。よろしいですか。 

森委員 例えば、企業さんでいえば、ワコールさんが女子対象ですけど、下着の話を絡

めて、子どもの体の成長の話などをされているのですが、そういうことを今後市

で実施する予定とかは今のところないでしょうか。 

福田会長 はい。何か外部の講座みたいなものを取り入れることがあるかというご質問で

すかね。 

はい。事務局、いかがでしょうか。 

学校教育推進

課 

青木課長 

学校教育推進課の青木です。 

そのことに限らず、外部から講師を招いて学習を進めるという形については、

今多くの学校で取り入れておりますので、その中の一環としてそういう形で活用

することもあるのかなと思います。 

今、学校では例えば、養護教諭が中心になって、その役割を担って子どもたち

に指導しているところでありますが、外部からというのも子どもたちにとっては

いい経験になるかと思いますので、その辺り、学校のほうには伝えていきたいと
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思います。 

以上です。 

福田会長 どうもありがとうございます。 

森委員、よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

ほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

すみません、時間的にはまだ余裕がありますが、大方、今日予定しておりまし

たのは、この「小中学校期」まででございました。特に就学前、それから妊娠・

出産期についてはあまりご意見を頂戴できませんでしたが、全体的によろしいで

すか。 

前の部分でも大丈夫ですよ。元に戻っていただいても結構ですけども、よろし

いでしょうか。 

（質問者なし） 

はい、ありがとうございます。なかなか対面でないと距離感等、難しいところ

もございますが、コロナ禍ということでこういったオンラインでの会議という形

で進めさせていただいております。なかなか私も慣れないところではあります

が、今日一定ご意見を頂戴できたかなと思います。 

また今回のこのＰＤＣＡサイクルを回していくという形で「次世代支援行動計

画」をまとめてくださいましたが、計画の立て方、もしくは評価の在り方につい

て、ご意見を頂戴しました。この計画は今後３年、４年、５年と続いてまいりま

すが、その中で、実績値に基づいた評価の在り方について、事務局のほうでもブ

ラッシュアップしていただければありがたいなと思っております。ご意見、どう

もありがとうございました。 

特にございませんでしたら、今日はここまでという形で一旦締めさせていただ

ければと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございました。それでは本日の案件はここまでとさせていた

だきたいと思います。続きは、次回ということでございますので、よろしくお願

いいたします。 

それでは今後の日程等につきまして、事務局から説明をお願いしたいと思いま

す。 

こども政策課

白波瀬課長代

理兼政策係長 

 

今後のこども育成支援会議についてですが、次回は、11 月８日（月）、午後６

時から、そしてそのほか年度末２月頃に１回予定しておりまして、今回と同様に

オンラインによる開催を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

福田会長 はい、事務局、どうもありがとうございました。 

それでは、これをもちまして第 44 回こども育成支援会議は終了とさせていた

だきます。どうもご協力、ありがとうございました。 

 


